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も
う
見
逃
せ
な
い
大
地
の
芸
術
祭

　
　
　
― 

作
品
紹
介 

―

　

第
５
回
大
地
の
芸
術
祭
が
は
じ
ま
っ
て

か
ら
、約
１
カ
月
が
た
ち
ま
し
た
。先
月
号

で
は
、ま
だ
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
作
品
を

中
心
に
津
南
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
だ
ご
覧
に
な
ら
れ
て
い
な
い
か
た
は
、

ぜ
ひ
作
品
見
学
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。ど

う
し
て
も
行
け
な
い
か
た
は
、行
っ
た
気

分
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

町
中
心
部
に
設
置
さ
れ
た
巨
大
な
正
三
角

形
の
建
具
の
集
合
体
。
主
に
、
解
体
家
屋
な

ど
か
ら
、
い
ら
な
く
な
っ
た
建
具
を
集
め
た

作
品
で
す
。
山
本
氏
は
、
前
回
、
前
々
回
の

芸
術
祭
で
も
建
具
を
使
っ
た
作
品
を
制
作
し

て
い
て
、
今
回
で
３
回
目
の
建
具
の
作
品
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
【
建
具
ノ
モ
リ
】
は
、
そ
れ
自
体
が

作
品
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
、
こ
の
作
品

の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
、
情
報
を

発
信
し
た
り
、
物
を
売
っ
た
り
す
る
「
市
」

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
市
」
は
「
大

地
の
市
」
と
呼
ば
れ
、
毎
週
末
ご
と
に
、
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
芸
術
祭
の
津
南
エ
リ

ア
の
中
心
と
な
る
作
品
で
す
。

［
エ
ピ
ソ
ー
ド
］

　

こ
の
「
大
地
の
市
」
の
題
字
は
、
マ
ウ
ン

テ
ン
パ
ー
ク
津
南
に
ド
ラ
ゴ
ン
現
代
美
術
館

（
登
り
窯
）
を
作
っ
た
作
家
、
蔡
國
強
さ
ん

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
す
。「
津
南
あ

〜
と
も
り
あ
げ
隊
」
が
蔡
さ
ん
に
題
字
を
依

頼
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
、

す
ぐ
に
何
枚
も
送
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

世
界
で
活
躍
し
て
い
る
売
れ
っ
子
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
の
親
密
な
友
好
関
係
を
表
す
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
し
た
。

　

前
回
、
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
を
舞
台
に

「
山
も
じ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
た

滝
沢
達
史
さ
ん
。
元
津
南
町
民
で
も
あ
る

滝
沢
さ
ん
は
、
地
元
の
仲
間
に
も
協
力
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
今
回
も
マ
ウ
ン
テ
ン

パ
ー
ク
に
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

日
本
一
の
河
岸
段
丘
を
一
望
で
き
る
展

望
台
。
そ
の
展
望
台
の
中
に
、
小
さ
な
雪

山
と
ス
キ
ー
場
が
出
現
し
ま
し
た
。

　

作
品
を
取
り
囲
む
壮
大
な
景
色
と
あ
わ

せ
て
、
真
夏
に
現
れ
た
ス
キ
ー
場
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

山
本　

想
太
郎　
【
建
具
ノ
モ
リ
】　
大
割
野

滝
沢　

達
史

【
山
の
頂
き
へ
】

　
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南

瀧澤　潔　
【地中でそっと暮らしているもの】　美雪町

　美雪町にある廃工場に T シャツを蝋でかためたランプシェードの作品
を前回制作した瀧澤潔さん。今回は、同じ工場内の地下に人々から忘れ
られていった物を展示した作品を制作しました。
　前回作品も、会期後半になると口コミで評判が広まり、人気作品とな
りました。今回の作品も、薄暗い地下にぼんやりとした灯りが美しくも
あり、どこか悲しくも思える、そんな作品となっています。前回作品も、
建物内にすべてありますので、ぜひご覧ください。



3 広報 平成24年8月号

もう見逃せない 大地の芸術祭  –作品商紹介–

　

２
０
０
６
年
か
ら
足
滝
の
人
々
を
テ
ー

マ
に
作
品
制
作
を
し
て
い
る
霜
鳥
さ
ん
。

今
回
は
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
た
証
で
あ

る
足
跡
を
と
り
ま
し
た
。
足
跡
が
刻
ま
れ

た
布
は
、
円
形
に
配
置
さ
れ
、「
絆
」
を

表
現
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
６
年
の
間
に
亡
く
な
っ
た
か
た
、

地
震
に
よ
っ
て
集
落
を
離
れ
た
か
た
、
そ

し
て
、
大
き
く
成
長
し
た
子
ど
も
た
ち
と
、

等
身
大
の
パ
ネ
ル
は
、
足
滝
に
生
き
る

人
々
の
歴
史
そ
の
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

ま
た
設
置
さ
れ
た
場
所
か
ら
見
え
る
信

濃
川
と
山
々
の
景
色
も
雄
大
で
圧
倒
さ
れ

ま
す
。

霜
鳥　

健
二

【
足
滝
に
生
き
る
】　
足
滝

本間　純　
【見えない村を目印にして】　中深見

Bubb ＆ Gravityfree with KEEN　
【出逢い　ＤＥＡＩ】　太田新田

　過去に何度も津南で作品制作をしている本間純さん。独特な視点
でとらえた表現手法を毎回楽しみにしているファンも多いと聞きます。
　今回の作品は、草や石、壁などに溶け込む「景色」を身にまとっ
たものが、自然にまぎれています。
　まだ何かまぎれているような気配を感じながら、景色を見渡すと、
農機具置き場の錆

さび

でさえ、いつもと違って見えてしまう、そんな気
持ちにさせてくれる作品です。

　芸術祭作品の中でも唯一の企業とのコラボレーション作
品。シューズを中心としたアウトドアメーカーの「K

キ ー ン

EEN」
とアーティストとの合作です。太田新田の空家を一軒まるご
と作品として、「過去」「現在」「未来」を表現しています。
　このプロジェクトは今後も続けられ、2015年に完成しま
す。
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こ
の
作
品
で
は
、
辰
年
に
ち
な
ん
で
、
龍

を
中
心
と
し
た
展
示
と
、
集
落
の
お
母
さ
ん

が
た
が
、
料
理
研
究
家
の
坂
田
阿
希
子
さ
ん

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
カ
フ
ェ
（
ド
ラ
ゴ

ン
カ
フ
ェ
）
で
来
場
者
を
も
て
な
し
て
く
れ

ま
す
。

　

ド
ラ
ゴ
ン
（
龍
）
は
、
東
ア
ジ
ア
共
通
の

空
想
上
の
生
き
物
で
、
津
南
で
も
龍
ヶ
窪
の

伝
説
な
ど
で
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。ま
ず
、

壁
面
に
描
か
れ
た
「
龍
」。
背
景
の
景
色
は
、

公
民
館
の
裏
か
ら
か
ら
見
え
る
山
々
で
巨
大

な
龍
が
飛
ん
で
い
ま
す
。

　

天
井
か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
た
龍
は
、
香
港

の
伝
統
的
な
祭
事
に
使
う
も
の
で
、
香
港
か

ら
来
た
職
人
が
作
り
ま
し
た
。
香
港
で
は
、

伝
染
病
な
ど
の
厄
を
追
い
払
い
幸
福
を
招
き

入
れ
る
た
め
、
こ
の
龍
の
体
に
線
香
を
つ
け

な
が
ら
町
を
練
り
歩
き
ま
す
。

セ
ン
ス
・
ア
ー
ト
・
ス
タ
ジ
オ

【
東
ア
ジ
ア
芸
術
村
セ
ン
タ
ー  

―
ド
ラ
ゴ
ン
の
迎
え
る
場
】　
上
野

呉達新（ウー・ダシン）　
【タイム・トンネル】　上野

　上野集落を過ぎた見晴のいい高台に、突然
現れる巨大な作品。ロケットのような、魚を
捕る道具のような造形に圧倒されます。
　近寄って、後方から眺めてみてください。
いろいろな何かがぶら下がっています。何を
意味しているのでしょうか。

劉佳 （リュウ・ジャジング）
【在るべき場所】　上野

　田園風景に現れた無数の看板群。その一つひとつには、
日本や世界各国の観光名所までの方向と距離が示されてい
ます。
　そこに立って、方向を眺めれば、なんだかその場所に行っ
たような気分になれるかもしれませんよ。ただし、そこに
行かなくてもすでに着いている場所もあるみたいです。
　「猿の惑星 ↓ ０㎞」おもしろいですね。
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こ
の
作
品
は
、
ま
ず
「
ミ
カ
ド
ゲ
ー
ム
」

に
つ
い
て
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日

本
で
は
、
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
「
ミ
カ
ド

ゲ
ー
ム
」
は
、
重
ね
た
棒
を
、
将
棋
く
ず
し

の
要
領
で
崩
さ
ず
音
を
鳴
ら
さ
な
い
で
、
棒

を
引
き
抜
き
得
点
を
重
ね
る
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

本
来
は
、
竹
串
の
サ
イ
ズ
で
す
が
、
こ
の

作
品
で
は
、
等
身
大
ま
で
棒
を
大
き
く
し
、

実
際
に
遊
ぶ
こ
と
で
、
体
感
し
て
も
ら
う
作

品
で
す
。

　

作
品
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
外
丸
の
八

本
杉
の
真
ん
前
で
す
。
こ
の
巨
大
な
杉
の
木

に
見
守
ら
れ
る
よ
う
に
「
ミ
カ
ド
ゲ
ー
ム
」

に
興
じ
る
と
、
誰
も
が
ど
こ
か
懐
か
し
い
感

覚
を
覚
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

作
品
入
り
口
に
は
、
外
丸
の
皆
さ
ん
が
用

意
し
て
く
れ
た
、
野
菜
や
麦
茶
の
お
も
て

な
し
が
あ
り
、
遊
び
疲
れ
た
体
を
癒
し
て

く
れ
ま
す
。

メ
シ
ャ
ッ
ク
・
ガ
バ　
【
ミ
カ
ド
ゲ
ー
ム
】　
外
丸

アン・ハミルトン　【金属職人の家】　田中／マウンテンパーク津南

　アン・ハミルトンさんの作品は、マウンテンパーク津南に
ある「ドラゴン現代美術館（登り窯）」と田中集落の空家の 2 ヵ
所に展示してあります。
　「ドランゴン現代美術館」では、登り窯からいくつも出て
いるゴムホースを吹くと音がなる仕掛けになっていて、白い
布でできたパラシュートのようなものがフワっと落ちてくる
不思議な演出がされています。
　田中集落の空家を使った作品でも、さまざまな「音」を楽
しむことができます。どんな仕掛けがあるか、じっくり楽し
んでください。

音が鳴らないように棒を抜いていくゲームです。

■A Cloud         of Sound
　9月16日㈰17：45〜18：30　マウンテンパーク津南
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差
押
財
産
の
公
売
を
実
施
し
ま
す

　

津
南
町
で
は
、
町
税
滞
納
者
に
対
し
、
納
期

内
納
税
者
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
法
律
に

基
づ
き
滞
納
者
の
財
産
差
押
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
動
産
差
押
及
び
動
産
公
売

を
実
施
し
、
買
受
代
金
を
滞
納
町
税
に
充
て
て

い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
差
押
え
て
い
る
動
産
を
公
売
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
ご
案
内
し

ま
す
。

■
公
売
期
日

　

９
月
５
日
㈬
午
後
２
時
か
ら

※
事
前
に
説
明
を
行
い
ま
す
の
で
午
後
１
時
50

分
ま
で
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

受
付
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
始
め
ま
す
。

■
会
場

　

旧
津
南
原
小
学
校

■
公
売
の
方
法

　

入
札
に
よ
る

■
公
売
す
る
動
産

①
ト
ヨ
タ　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

・
型
式　

５
Ｆ
Ｂ
Ｌ
１
５
（
特
型
型
式　

ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
型
式
、
バ
ッ
テ
リ
ー
式
）

・
電
圧　

48
Ｖ
（
３
相
２
０
０
Ｖ
電
源
に
よ
る

充
電
が
必
要
。）

・
最
大
揚
高　

３
．５
ｍ

・
最
大
荷
重　

１
，３
５
０
㎏

・
走
行
時
間　

１
２
，１
０
９
・
８
ｈ

・
見
積
価
格
（
最
低
落
札
額
の
こ
と
で
す
。）

　

８
０
，０
０
０
円

②
三
菱　

ス
ノ
ー
ロ
ー
タ
リ
ー

・
型
式　

Ｍ
Ｓ
Ｒ
１
２
３
８
Ｄ（
エ
ン
ジ
ン
式
）

・
除
雪
幅　

１
２
０
０
㎜

・
馬
力　

38
馬
力

・
見
積
価
格　

５
，０
０
０
円

　
③
ホ
ン
ダ　

ア
ク
テ
ィ
ト
ラ
ッ
ク
（
軽
ト
ラ
ッ

ク
、
改
造
に
よ
り
ダ
ン
プ
式
）

・
型
式　

Ｖ
‐
Ｈ
Ａ
４
改

・
走
行
距
離　

１
８
２
，８
５
０
㎞

・
総
排
気
量　

０
．
６
５
６
ℓ

・
最
大
積
載
量　

３
５
０
㎏

・
ミ
ッ
シ
ョ
ン　

マ
ニ
ュ
ア
ル

・
車
検　

無
し

・
見
積
価
格　

１
５
，
０
０
０
円

■
参
加
資
格

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
公
売
当
日
に

都
合
が
付
か
な
い
場
合
は
、
代
理
人
の
参
加
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

■
公
売
当
日
に
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑

②
落
札
予
定
の
現
金
（
落
札
し
た
場
合
は
、
そ

の
場
で
落
札
額
を
納
付
い
た
だ
き
、
即
引
渡

し
と
な
り
ま
す
。）

③
身
分
証
明
書
等（
本
人
確
認
の
為
。免
許
証
等
）

④
代
理
人
参
加
の
場
合
は
必
要
事
項
が
記
入
さ

れ
た
委
任
状（
用
紙
は
税
務
町
民
課
に
あ
り
ま

す
。郵
送
希
望
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

■
落
札
後
の
注
意

　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
は
落
札
後
、
そ
の
場
で
町

ナ
ン
バ
ー
の
取
得
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

翌
年
度
よ
り
軽
自
動
車
税
４
，
７
０
０
円
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
は
車
検
が
切
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
落
札
直
後
は
自
走
に
よ
る
移
動
が
出
来
ま

せ
ん
。
名
義
変
更
手
続
や
車
検
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
翌
年
度
よ
り
軽
自
動
車
税
４
，
０
０
０

円
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

公
売
品
の
搬
送
は
落
札
者
の
責
任
で
お
願
い

し
ま
す
。

■
公
売
下
見
会

　

８
月
31
日
㈮
午
後
５
時
か
ら
７
時
ま
で
、
公

売
会
場
に
て
下
見
会
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
８
月
29
日
㈬
〜
31
日
㈮
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
の
間
も
、
希
望
に
よ
り
下
見
を
受

け
付
け
ま
す
。
そ
の
際
は
必
ず
、
事
前
に
税
務

町
民
課
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

税
務
班

　

℡
７
６
５
―
３
１
１
３

「
公
売
」
と
は

　

公
売
と
は
、
国
や
県
、
市
町
村
な
ど
が
差

押
え
た
財
産
を
滞
納
税
に
充
て
る
た
め
、
広

く
不
特
定
多
数
の
買
受
希
望
者
を
募
り
、
入

札
又
は
競
り
売
り
の
方
法
に
よ
っ
て
売
却
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

公
売
で
は
、
買
受
後
の
返
品
が
認
め
ら
れ

な
い
ほ
か
、
品
質
・
機
能
に
つ
い
て
の
保
証

が
な
い
た
め
、
一
般
的
に
市
場
価
格
よ
り
低

い
見
積
価
格
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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点
眼
、う
ま
く
で
き
ま
す
か
？

眼
科
外
来　

看
護
師　

柳
澤
里
子

今
年
の
夏
は
暑
い
日
が
続
き
、汗
が
毎
日
た
く

さ
ん
出
て
い
ま
す
よ
ね
。そ
の
汗
が
目
に
入
っ
た
時

の
し
み
る
こ
と
…
。目
が
痛
く
な
っ
た
り
、目
や
に

が
出
た
り
と
目
の
ト
ラ
ブ
ル
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、目
薬
の
正
し
い
使
い
方
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

ま
ず
手
を
洗
い
清
潔
な
状
態
に
し
、『
あ
っ
か
ん

べ
ー
』を
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
片
方
の
手
で

目
を
下
の
方
に
引
き
、１
滴
を
目
の
中
に
滴
下
し

ま
す
。こ
の
時
、点
眼
ビ
ン
の
先
端
が
目
や
ま
つ
げ

に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

こ
の
後
、静
か
に
目
を
閉
じ
て
目
の
内
側
を
軽

く
押
し
ま
す
。

ま
た
、目
の
周
囲
に
あ
ふ
れ
た
目
薬
を
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
ふ
き
取
り
ま
す
。こ
れ
は

皮
膚
炎
な
ど
を
お
こ
す
の
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

点
眼
薬
を
２
～
３
種
類
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
点
眼
の
間
隔
を
最
低
５
分
以
上
あ
け

る
こ
と
が
理
想
で
す
。続
け
て
つ
け
る
と
、先
に
さ

し
た
目
薬
が
流
れ
出
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、い
っ
た
ん
開
封
し
た
目
薬
は
１
カ
月

以
内
の
使
用
が
望
ま
し
い
で
す
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。目
の
ト
ラ
ブ

ル
の
ご
相
談
は
、眼
科
に
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

＜実施された行事＞
〔８月〕
	 1日
	 ～2日	 町村監査委員研修（新潟市）

	 7日	 全員協議会
	 10日	 23年度事業現地監査
	 10日	 23年度財政健全化審査
	 17日	 23年度決算審査

＜今後の行事予定＞
〔８月〕
	 28日	 新潟県町村議員研修（新潟市）
〔９月〕
	 3日	 第3回津南町議会定例会一般質問締め切り
	 4日	 議会運営委員会
	 4日	 全員協議会
	 11日
	～４日	 第３回津南町議会定例会開会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただ
いたかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）

	3800日	 桑原ミサオ（豊郷）
	3300日	 板場キヨ（辰ノ口）	
	 800日	 大倉マツイ（小下里）	
	 400日	 福原孝子（外丸）	
	 200日	 櫻澤清子（船山新田）、村山文子（押付）、

大口ユキ（米原）
	 100日	 金子テル（相吉）、大口フク（米原）

主な運動：健骨体操、ラジオ体操、ジョギング、
ウォーキングなど。

健康体力づくり100日運動

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
２
年

を
超
え
る
と
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
年
10

月
か
ら
３
年
間
に
限
り
、
平
成
14
年

10
月
分
以
降
の
納
め
ら
れ
な
か
っ
た

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
、

後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

過
去
10
年
以
内
の
未
納
分
の
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
将

来
の
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
老
齢
基
礎

年
金
は
保
険
料
納
付
や
免
除
等
の
合

計
が
25
年
（
３
０
０
月
）
な
い
と
受

給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
現
時
点
で
月

数
が
足
り
な
い
か
た
は
受
給
権
を
得

る
好
機
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に
つ
い
て

は
、
お
手
元
に
届
い
て
い
る
年
金
機

構
か
ら
の
書
類
や
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

（http://w
w

w
.nenkin.go.jp

）

で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
毎
月
第

３
木
曜
日
に
行
っ
て
い
る
町
の
年
金

相
談
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
も

確
認
が
で
き
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
納
制
度
は
、
す
で
に
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
お
持
ち
の

か
た
は
、
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
申
し
込
み
後
の
審
査
の
結
果
、
ご

利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
年
金
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０
‐
０
１
１
‐
０
５
０

・
六
日
町
年
金
事
務
所

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課
町
民
班

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

10
月
か
ら
後
納
制
度
が

始
ま
り
ま
す
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か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載十

日
町
地
域
糖
尿
病
予
防

　
　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

経
済
的
困
窮
者
の
た
め
の

　
　
　
　
無
料
電
話
相
談
会

精
神
保
健
相
談

津
南
健
康
学
習
塾
公
開
講
座

　
「
糖
尿
病
予
防
」
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
毎
年
「
糖
尿
病
予
防
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
に

限
ら
ず
、
健
康
づ
く
り
や
生
活
習
慣
病
予
防
に

関
心
の
あ
る
か
た
な
ど
、
ど
な
た
で
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

９
月
１
日
㈯
正
午
〜
午
後
４
時
ま
で

■
会
場

　

十
日
町
市　

ク
ロ
ス
テ
ン

■
内
容

○
元
気
い
き
い
き
ラ
イ
フ
応
援
の
つ
ど
い

・
健
康
ミ
ニ
講
座

　
「
糖
尿
病
と
お
口
の
健
康
？
」

　
　

十
日
町
市
中
魚
沼
郡
歯
科
医
師
会

・
運
動
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
「
お
口
の
体
操
・
脳
ト
レ
体
操
」

　
　

健
康
運
動
指
導
士
十
日
町
連
絡
会

・
特
別
講
演

　
「
笑
い
と
健
康
の
科
学
」

　
　

講
師　

落
語
家　

三
遊
亭　

白
鳥
氏

○
行
列
が
で
き
る
健
康
相
談
所

・
医
師
、
保
健
の
専
門
家
が
、
健
康
お
悩
み
相

　

新
潟
県
司
法
書
士
会
と
新
潟
県
青
年
司
法
書

士
協
議
会
の
共
催
に
よ
り
、
経
済
的
困
窮
者
の

抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
手
助
け
と
し
て
、
無

料
電
話
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
時

　

９
月
９
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
相
談
電
話
番
号

　

℡
０
２
５
‐
２
４
５
‐
３
３
５
１

　
（
当
日
の
み
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
司
法
書
士
会

　

℡
０
２
５
‐
２
４
４
‐
５
１
２
１

　

最
近
、
急
に
気
分
が
落
ち
込
む
、
不
安
で
落

ち
着
か
な
い
、
夜
眠
れ
な
い
、
人
に
会
う
の
が

お
っ
く
う
だ
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
気
味
な
ど
、

毎
日
の
生
活
の
中
で
の
混
乱
や
不
安
が
あ
る
か

た
、
お
よ
び
ご
家
族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

な
お
、
時
間
を
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
御
了
承
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時
（
要
事
前
予
約
・
定
員
あ
り
）

　

９
月
14
日
㈮　

午
後
２
時
か
ら
４
時

■
場
所

　

津
南
町
役
場

■
相
談
医
師

　

中
条
第
二
病
院　

有
田
医
師

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

町
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
め
ざ
し
て
、
自

ら
の
健
康
づ
く
り
の
実
践
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

地
域
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
や
医
療
と
の
上
手

な
付
き
合
い
方
を
学
ぶ
健
康
学
習
塾
を
公
開
講

座
で
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

９
月
12
日
㈬
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

■
会
場

　

津
南
町
役
場　

３
階
大
会
議
室

■
講
師
と
内
容

「
心
の
健
康
づ
く
り
」

　

中
条
第
二
病
院　

横
川
精
神
保
健
福
祉
士

「
ス
ト
レ
ス
と
は
何
か

　

ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な
か
か
わ
り
方
」

　

山
下
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク　

山
下
院
長

■
参
加
費

　

無
料

■
お
申
し
込
み

　

健
康
学
習
塾
に
す
で
に
申
し
込
み
さ
れ
た
か

た
以
外
で
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
９

月
７
日
㈮
ま
で
に
福
祉
保
健
課
健
康
班
ま
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

・
血
圧
、
血
糖
値
、
体
格
、
血
管
年
齢
な
ど
各

種
測
定
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
今
す
ぐ
使
え
る
！
「
運
動
」
と
「
食
育
」
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

■
参
加
費

　

無
料　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
保
健
所　

地
域
保
健
課　

　

℡
７
５
７
‐
２
４
０
１

郡市発明工夫模型展・生物標本展
　津南町、十日町市の小中学生制作による
発明工夫、模型作品、標本等の展示が行われ
ます。
■日程　９月 15 日㈯～ 17 日㈷
■時間
　午前９時 30 分～午後５時
　※最終日のみ午後２時まで
■会場　十日町市クロス 10
■お問い合わせ
　十日町市立理科教育センター
　℡ 752 － 4632
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こ
の
大
会
に
向
け
て
練
習
し
て
き
た
結
果
が

出
た
入
賞
者
の
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。入
賞
者
の
内
、各
種
目
上
位
３
位
ま
で
を

掲
載
し
ま
す
。

（　

）は
学
校
名
、敬
称
略
、新
は
、大
会
新
記
録

■
５
年
生
女
子

50
ｍ
自
由
形
①
木
内
妙（
芦
ケ
崎
）②
山
本
理

絵（
津
南
）③
半
戸
菜
月（
芦
ケ
崎
）

100
ｍ
自
由
形
①
髙
波
舞（
津
南
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
桑
原
あ
か
り（
中
津
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
①
磯
部
あ
ゆ（
津
南
）②
髙
波
舞

（
津
南
）③
八
重
沢
夏
帆（
津
南
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
福
原
悠
以（
中
津
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
磯
部
あ
ゆ（
津
南
）②
木
内
妙

（
芦
ケ
崎
）③
月
岡
樹
音（
中
津
）

100
ｍ
背
泳
ぎ
①
月
岡
樹
音（
中
津
）

100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
八
重
沢
夏
帆（
津
南
）

②
粉
川
桃
花（
上
郷
）

第
44
回
津
南
町
小
学
校

　
　
親
善
水
泳
大
会
結
果

（
７
月
27
日
開
催　

会
場

：

津
南
小
学
校
）

「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
精
神
症
状
の

原
因
と
周
囲
の
対
応
方
法
」

高
齢
者
・
障
害
者
の

　
　
人
権
あ
ん
し
ん
相
談

津
南
中
等
教
育
学
校

　
　
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

津
南
町
は
平
成
16
年
の
中
越
地
震
以
降
災
害

が
続
き
、
昨
年
の
長
野
県
北
部
地
震
の
発
症
後
、

精
神
的
に
落
ち
込
み
、
不
安
感
が
継
続
し
て
い

る
か
た
が
い
ま
す
。
今
回
は
、
精
神
症
状
の
理

解
を
深
め
る
た
め
に
公
開
講
座
を
企
画
い
た
し

ま
し
た
。
気
に
な
る
症
状
の
原
因
、
家
族
・
地

域
の
対
応
方
法
、
自
殺
と
の
関
連
に
つ
い
て
お

話
し
を
い
た
だ
き
ま
す
。

■
会
場

　

津
南
町
役
場
３
階
大
会
議
室

■
日
時

　

９
月
４
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
内
容

　
『
う
つ
傾
向
・
適
応
障
害
っ
て
な
に
？
』

　
「
や
る
気
が
お
こ
ら
な
い
」「
気
持
ち
が
沈
む
」

　
「
何
を
し
て
い
て
も
楽
し
く
な
い
」「
夜
眠
れ
な

い
」等
誰
で
も
あ
る
症
状
の
原
因
と
対
応
方
法

　

新
潟
地
方
法
務
局
及
び
新
潟
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、９
月
10
日
㈪
～
16
日
㈰
ま
で

を「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
と
し
て
、法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権

擁
護
委
員
が
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
問
題
に

関
す
る
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

土
日
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

　

高
齢
者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

　

小
学
生
・
保
護
者
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

９
月
１
日
㈯
午
後
１
時
〜
受
付

■
内
容

　

授
業
参
観
、授
業
体
験（
小
学
生
対
象
）、説
明

会
、部
活
動
見
学
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
立
津
南
中
等
教
育
学
校

　

℡
７
６
５
‐
２
３
１
５

会社・法人の
登記事務の取扱庁変更

　新潟地方法務局十日町支局が取り
扱っていた津南町に本店、主たる事務
所等をおく会社や法人の役員変更等の
登記の申請に関する事務について、昨
年 9 月から新潟地方法務局法人登記部
門での取り扱いに変更されていますの
でご注意ください。
　なお、会社や法人の次の事務は、十
日町支局で取り扱っています。
①登記事項証明書及び印鑑証明書の交

付（動産・債権譲渡登記に係る概要
記録事項証明書の交付事務を含む）

②印鑑届及び改印届に関する事務（登
記申請と同時に届ける場合を除く。）

③印鑑カードの交付及び廃止に関する
事務

④電子認証に関する事務

■お問い合わせ
　新潟地方法務局法人登記部門
　℡０２５－２２６－０９５５

■
講
師

　

国
際
こ
ど
も
・
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
校
長

　

酒
井
昭
平
先
生

■
お
問
い
合
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

権
に
関
す
る
こ
と

■
相
談
時
間

・
９
月
10
日
㈪
〜
14
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

・
９
月
15
日
㈯
〜
16
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
相
談
電
話
番
号

　

℡
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

　
（
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

　

℡
０
２
５
‐
７
５
２
‐
２
５
７
５
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Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

 大人のほんきの鬼ごっこ
— 7/14　onigame —

 天皇皇后陛下が津南町を通過されました。
— 7/19　天皇皇后陛下　被災地訪問 —

 夢だった「ひまわり畑」での結婚式
— 7/29　ひまわりウェディング —

　津南の若者がもっと楽しめるイベントをしたいと、Tap（タッ
プ）が、企画した「onigame（オニゲーム）」というイベント
が 7 月 14 日に開催されました。
　このイベントは、テレビ番組からヒントを得て、なじょもんを
舞台に鬼と逃走者にわかれて、鬼ごっこをするというゲームです。
途中参加者の携帯電話に指令が出たり、参加者全員が協力し
て解決しなければならないクイズが盛り込まれていて、見ず知
らずの参加者たちも互いに
協力しあって「きずな」を深
めることができました。
　どうやら、次回開催を望
む声も聞こえているようなの
で、お楽しみに !!

　長野県北部地震で被災して今も仮設住宅で暮らしている
かたも多い長野県栄村を訪問するために、天皇皇后陛下が、
国道 117 号を通過されました。
　津南町に立ち寄ることはありませんでしたが、沿道で待つ
たくさんの町民にむけて、両陛下は、車窓から手を振ってこ
たえていただけました。

　ひまわり畑で結婚式が行われました。専門学校生が中心と
なって企画されるオリジナル結婚式は毎年好評で、今年で 8
回目になります。新婦の章子さんは、子どものころから、ひ
まわり畑で結婚することが夢だったそうで、幸せいっぱいの
笑顔が印象的でした。

↑ 5人の鬼が、なじょもんの敷地内に逃げ込んだ逃走者を追いこんでい
く。一度鬼に見つかれば、まず逃げ切れない。

↑ 役場前を通過される天皇皇后陛下を見送る沿道の皆さん

↑ひまわり畑で挙式した上越市のお二人

■
５
年
生
男
子

50
ｍ
自
由
形
①
薗
部
太
郎（
津
南
）②
山
田
玲

（
中
津
）③
小
島
伊
織（
津
南
）

100
ｍ
自
由
形
①
滝
沢
駿
哉（
芦
ケ
崎
）②
山
田

玲（
中
津
）③
桑
原
貴
大（
中
津
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
服
部
充
希（
津
南
）②
井
ノ
川

航
大（
津
南
）③
恩
田
峻（
津
南
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
①
服
部
充
希（
津
南
）②
井
ノ
川

航
大（
津
南
）③
薗
部
太
郎（
津
南
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
新
中
澤
貴
大（
中
津
）

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
新
中
澤
貴
大（
中
津
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
中
島
佑
樹（
上
郷
）

■
６
年
生
女
子

50
ｍ
自
由
形
新
中
澤
桜
紀（
津
南
）②
髙
橋
奏

（
芦
ケ
崎
）③
清
水
愛（
津
南
）

100
ｍ
自
由
形
①
藤
木
舞
華（
津
南
）②
村
山
葉

月（
津
南
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
小
島
愛
加（
津
南
）②
大
平
実

菜（
津
南
）③
藤
原
み
な
み（
津
南
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
①
髙
橋
奏（
芦
ケ
崎
）②
小
島
愛

加（
津
南
）③
根
津
美
里（
津
南
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
半
戸
育（
芦
ケ
崎
）

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
新
半
戸
育（
芦
ケ
崎
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
藤
木
美
羽（
上
郷
）②
中
村
凪

（
津
南
）③
中
島
優
香（
外
丸
）

100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
中
澤
桜
紀（
津
南
）

200
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）

①
芦
ケ
崎
②
津
南
Ｂ
③
外
丸

200
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）

①
津
南
Ａ
②
芦
ケ
崎
Ａ
③
津
南
Ｂ

■
６
年
生
男
子

50
ｍ
自
由
形
①
福
原
詩
悠（
外
丸
）②
藤
ノ
木

晴
哉（
中
津
）③
久
保
田
豊（
上
郷
）
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祭

①新イベント「ラムネ早飲み大会」
　飲みづらいのなんのって…。
②昔こんなアイドルがいたようないな

いような？商工会青年部の皆さん
③沿道には、民謡流しやお祭りパレー

ドを見るためにたくさんの人が集ま
りました。

④火焔太鼓の皆さん。技術だけでなく
演奏人数も急上昇中。

⑤よさこい津南の皆さん。激しい踊り
に観客は魅了されていました。

⑥大地の芸術祭で来日している台湾な
どの東アジアのアーティストとあー
ともりあげ隊による、巨大なからく
り人形の練り歩き。

⑦中学生と、町長、教育長、町議が真っ
向対決。意見をぶつけあった「夕暮
れ時から生テレビ」

⑧今年も、津南町と栄村 119 集落 250
㎞をすべてまわった心友懸走会の皆
さん。

第 33 回 津南まつり 津南町の真夏の風物詩、津南まつりが、7月 28日に行われました。
国道117号を交通止めにして行われる大民謡流しのほか、たくさんの
イベントで盛り上がりました。その一部を紹介します。

100
ｍ
自
由
形
①
久
保
田
豊（
上
郷
）②
風
巻
尋

翔（
外
丸
）③
板
場
翔（
津
南
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
志
賀
世
那（
中
津
）②
若
井
潤

（
上
郷
）③
鳴
海
匡
祐（
津
南
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
①
風
巻
孝
仁（
津
南
）②
鳴
海
匡

祐（
津
南
）③
若
井
潤（
上
郷
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
風
巻
駿
也（
外
丸
）②
根

津
俊
亮（
外
丸
）③
山
本
龍（
津
南
）

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
新
風
巻
孝
仁（
津
南
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
藤
ノ
木
晴
哉（
中
津
）②
小
野

塚
賢
人（
津
南
）③
桑
原
優
斗（
津
南
）

100
ｍ
背
泳
ぎ
①
山
田
恭
平（
津
南
）

100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
小
野
塚
匠（
津
南
）②

滝
沢
修
斗（
外
丸
）

200
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
） 

①
中
津
②
津
南
Ａ
③
津
南
Ｂ

200
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）

①
津
南
Ａ
②
中
津
Ａ
③
外
丸
Ａ

17 4

28

5

36
■巡礼 – 祈りの旅 –
　9 月 16 日㈰　14：00 〜穴山
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは　

介
護
予
防
と
は
、
高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
を
防
い
だ
り
、
た
と
え
介
護
が
必
要

に
な
っ
て
も
そ
れ
以
上
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
て
、
高
齢
者
の
か
た
が
い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ

キ
と
自
分
ら
し
く
生
き
る
と
い
う
自
立
を
支
援

す
る
こ
と
で
す
。

　

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
を
行
う
理
由
は
、

介
護
が
必
要
に
な
る
前
に
予
防
を
す
る
こ
と
で
、

生
涯
に
わ
た
り
自
立
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。

　

高
齢
者
に
介
護
が
必
要
と
な
る
原
因
の
多
く

は
、
平
成
19
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
の
結
果
に

よ
る
と
、
高
齢
に
よ
る
衰
弱
や
認
知
症
、
関
節

元
気
な
う
ち
か
ら
み
ん
な
で
実
践 

介
護
予
防

　
～
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
元
気
な
暮
ら
し
を
送
る
た
め
に
～

疾
患
、
骨
折
・
転
倒
な
ど
日
常
生
活
を
営
む
う

え
で
必
要
な
機
能
（
生
活
機
能
）
の
低
下
に
よ

る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
そ
の
数
は

年
齢
が
あ
が
る
ほ
ど
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
生
活
機
能
の
低
下
は
早
期
に
取
り
組
め

ば
予
防
で
き
る
も
の
で
す
。

　

高
齢
社
会
が
進
む
中
で
、
介
護
予
防
の
重
要

性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

□
転
ば
な
い
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
筋
力
の
低
下
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

□
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
肉
、
魚
、
卵
、
海
藻
、
乳
製
品
、
大
豆
製
品
、

緑
黄
色
野
菜
、
果
物
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
ま
し
ょ
う
。

□
お
口
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

・
毎
食
後
の
歯
み
が
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
定
期
的
に
歯
科
受
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

□
閉
じ
こ
も
り
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

・
外
に
出
る
楽
し
み
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
地
域
の
活
動
や
催
し
な
ど
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

□
認
知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

・
趣
味
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
人
と
の
交
流
を
大
切
に
し
よ
う
。

□
う
つ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
十
分
な
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

□
ひ
ざ
痛
・
腰
痛
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
ひ
ざ
や
腰
に
負
担
の
少
な
い
姿
勢
、
生
活
動

作
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
無
理
の
な
い
範
囲
で
運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
痛
み
が
出
た
と
き
は
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

平
成
21
年
８
月
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た
標
記

ガ
イ
ド
に
つ
い
て
、こ
の
た
び
改
訂
版
を
作
成
、

発
行
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
の
申
請
手
続
き
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利

用
ま
で
の
流
れ
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
全
般
の
説
明
、

利
用
料
金
、事
業
所
所
在
地
な
ど
に
つ
い
て
記

載
し
て
あ
り
ま
す
。（
事
業
所
に
つ
い
て
は
町
内

の
事
業
所
を
中
心
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。）

　

あ
わ
せ
て
高
齢
者
が
利
用
で
き
る
介
護
保
険

以
外
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
あ
り

ま
す
。（
い
ず
れ
の
内
容
も
平
成
24
年
８
月
１
日

現
在
の
も
の
で
す
。）

※
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
的
な
金
額
は
各

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）ま
た
は
福
祉
保
健
課
保
険
班
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
介
護
保
険
以
外
の
事
業
の
詳
細
は
福
祉
保
健

課
ま
た
は
ガ
イ
ド
記
載
の
各
事
業
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
ガ
イ
ド
は
８
月
６
日
付
け
嘱
託
員
文
書
で
全

戸
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
近
よ
く
聞
く

　
　
介
護
予
防
っ
て
な
に
？

実
践
し
よ
う
　
介
護
予
防

『
津
南
町
介
護
保
険
・
高
齢
者

　

サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
』に
つ
い
て

な
ぜ
介
護
予
防
が

　
　
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
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私
の
健
康

宮
沢
ケ
ン
子
さ
ん
（
卯
ノ
木
）

私
は
子
ど
も
の
頃
よ
り
体

が
弱
く
、
食
事
も
他
人

の
半
分
位
し
か
食
べ
ら
れ
ず
、

人
様
に
会
う
の
が
恥
ず
か
し
い

ほ
ど
痩や

せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
か
ら
37
年
前
に
な
り
ま
す

が
、
津
南
町
食
生
活
改
善
推
進

委
員
協
議
会
が
発
足
し
、
当
初

よ
り
私
も
入
会
し
、
勉
強
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
の
三
つ
の
柱
は
栄
養
・
運

動
・
休
養
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
六
つ
の
基

礎
食
品
を
組
み
合
わ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
作
り
を
毎
回
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
ま
し

た
。
始
め
は
、
少
し
で
も
こ
れ
に
近
い
料
理

を
作
る
た
め
に
習
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
紙
な
ど
を
見
て
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
基
礎
食
品
は
頭
の
中
に
す
っ
か
り

定
着
し
て
、
無
農
薬
に
近
い
野
菜
を
作
り
、

自
家
野
菜
を
使
っ
て
、
毎
日
野
菜
料
理
を
た

く
さ
ん
作
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。

　

お
か
げ
で
現
在
76
歳
に
な
り
ま
す
が
、
病

院
の
薬
も
い
ら
ず
に
、
毎
日
元
気
で
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　

風
呂
に
入
っ
た
と
き
は
足
の
運
動
を
毎
日

少
し
ず
つ
で
す
が
や
っ
て
い
ま
す
。
夜
も
寝

つ
き
は
よ
い
で
す
。
朝
に
な
る
と
ま
た
元
気

が
「
で
て
」
働
け
ま
す
。

　

最
近
の
日
本
人
は
過
食
族
に
な
っ
て
し
ま

い
食
生
活
は
満
ち
足
り
過
ぎ
て
お
り
ま
す
。

食
事
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
生
活
習
慣
病

（
糖
尿
病
や
心
臓
病
な
ど
）
が
増
え
て
い
る

よ
う
で
す
。
が
ん
で
亡
く
な
る
か
た
も
多
い

と
の
こ
と
で
す
。

　

栄
養
は
美
食
で
も
過
食
で
も
な
く
バ
ラ
ン

ス
と
心
の
ゆ
と
り
が
基
礎
の
よ
う
で
す
。自
分

の
体
は
自
分
で
守
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

私
は
津
南
町
食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議

会
に
入
会
し
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
現
在
の
健
康
な
自
分
で
い
ら
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ご
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

『
か
ゆ
い
～
！

　 

夏
の
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
！
』

夏
に
な
り
、
虫
刺
さ
れ
や
か
ぶ
れ
、
あ
せ

も
な
ど
の
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て

い
ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の
汗
と
強
い
紫
外
線
、

そ
し
て
高
温
多
湿
の
環
境
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
皮

膚
ト
ラ
ブ
ル
を
招
く
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
夏
に
多
い
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル

　

夏
の
皮
膚
は
肌
を
露
出
す
る
機
会
も
多
く
な

り
、
常
に
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
多
量
の
汗

や
紫
外
線
に
よ
る
か
ぶ
れ
の
ほ
か
、
日
焼
け
や

虫
刺
さ
れ
な
ど
の
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
が
お
こ
り
ま

す
。
汗
や
脂
が
原
因
で
起
こ
る
あ
せ
も
は
特
に

夏
場
に
多
い
で
す
。

　

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
や
ニ
キ
ビ
は
夏
に
症
状

が
悪
化
し
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

皮
膚
の
感
染
症
は
高
温
多
湿
の
環
境
か
ら
細

菌
や
カ
ビ
な
ど
が
繁
殖
し
や
す
く
な
る
た
め
、

夏
場
に
な
る
と
増
え
ま
す
。
日
焼
け
や
か
ぜ
、

胃
腸
の
不
調
な
ど
か
ら
く
る
皮
膚
の
免
疫
力
低

下
も
、
菌
に
感
染
し
や
す
く
な
る
原
因
の
一
つ

で
す
。
皮
膚
の
感
染
症
に
は
と
び
ひ
や
、
お
で

き
、
水
虫
、
ヘ
ル
ペ
ス
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

◆
か
ゆ
み
が
で
た
時
の
対
処
方
法

　

か
ゆ
み
が
出
た
時
は
早
い
対
処
が
肝
心
で
す
。

か
ゆ
み
を
早
く
止
め
る
に
は
、
か
か
な
い
こ
と

が
第
一
で
す
。
皮
膚
を
傷
つ
け
る
と
、
一
時
的

に
か
ゆ
み
を
和
ら
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

さ
ら
に
炎
症
が
悪
化
し
、
か
ゆ
み
が
増
し
て
し

ま
い
ま
す
。
か
き
む
し
る
と
傷
口
か
ら
細
菌
が

増
え
、
化
膿
し
て
症
状
が
悪
化
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
か
ゆ
み
の
悪
循
環
を
止
め
る

た
め
に
、
手
袋
を
つ
け
た
り
、
患
部
を
パ
ッ
チ

や
包
帯
で
保
護
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
か

ゆ
み
を
早
く
治
め
る
に
は
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
軟

膏
や
ク
リ
ー
ム
を
使
う
と
効
果
的
で
す
。
し
か

し
、
皮
膚
の
外
用
薬
は
用
量
や
用
法
を
間
違
え

る
と
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
薬

局
・
薬
店
で
購
入
す
る
時
に
は
薬
剤
師
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
症
状
が
悪
化
し
て
い
る

場
合
は
早
め
に
病
院
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
を
予
防
す
る
に
は
？

　

汗
を
放
置
し
て
お
く
と
皮
膚
の
表
面
に
あ
か

や
汚
れ
が
た
ま
り
、
汗
が
な
お
さ
ら
出
に
く
く

な
り
、
あ
せ
も
や
皮
膚
の
感
染
症
に
か
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
毎
日
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、

皮
膚
を
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
固
形
石
け
ん

を
よ
く
泡
立
て
、
木
綿
か
ガ
ー
ゼ
の
タ
オ
ル
を

使
う
と
よ
い
で
す
。

　

ま
た
、
日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
や
帽
子
、
日

傘
な
ど
に
よ
り
紫
外
線
対
策
も
忘
れ
ず
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

小山知子
保健師
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本とわたし
−佐藤信之さんから

ヘンリー・デイヴィット・ソロー　岩波文庫

「
私
が
森
へ
入
っ
た
の
は
、
思
慮
深
く

生
き
、
人
生
の
神
髄
を
吸
収
す
る
た
め
だ
。

生
活
で
な
い
も
の
は
拒
み
、
死
ぬ
と
き
に

悔
い
の
な
い
よ
う
生
き
る
た
め
」

こ
れ
を
記
し
た
の
は
、
ヘ
ン
リ
ー
・
デ

イ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ソ
ロ
ー
で
す
。

著
者
は
ア
メ
リ
カ
の
経
済
主
義
を
嫌

い
、
１
８
４
５
年
の
７
月
か
ら
２
年
間
、

ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
に
お
い
て
森
の
生
活
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
は
、
そ
の
生
活
を

始
め
る
理
由
と
も
い
え
る
も
の
で
、
作
者

の
考
え
方
・
精
神
・
人
生
観
と
い
っ
た
も

の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
著
作
は
そ

の
生
活
を
記
し
た
も
の
で
す
。

「
思
慮
深
く
生
き
」
こ
れ
は
、「
生
き
る
」

こ
と
を
雑
多
に
過
ご
す
の
で
は
な
く
、
ひ

と
つ
一
つ
を
思
い
悩
み
、
そ
の
意
味
を
知

ろ
う
と
す
る
意
志
で
す
。

「
人
生
の
神
髄
を
吸
収
す
る
」
こ
れ
は
、

「
生
き
る
」
と
は
何
か
を
問
い
つ
つ
、
自

身
に
と
っ
て
最
も
必
要
と
す
る
精
神
を
得

よ
う
と
す
る
意
志
で
す
。

「
人
間
」
ら
し
く
「
生
き
る
」

『森の生活<上><下> ウォールデン』
紹介する本

今
いま

井
い

哲
てつ

也
や

さん

弥生 ―Ma r c h―

乾
いぬい

千
ち え

恵／書　谷
たにかわ

川俊
しゅん

太
た

郎
ろう

／文　川
かわしま

島敏
とし

生
お

／写真

福
ふくいんかんしょてん

音館書店　800円（税別）

「月　人　石」

　静かに放
はな

たれる振
しんどう

動―伝わる躍
やくどうかん

動感。
―乾千恵の書の絵本―

立
秋
を
過
ぎ
、
朝
晩
は
特
に
秋
の
気

配
を
感
じ
ま
す
。

　

８
月
も
も
う
終
盤
、「
葉
が
落
ち
る
月
」

か
ら
、
葉
月
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
説
（
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ

り
ま
す
）
が
あ
る
よ
う
に
、
季
節
は
秋
へ

と
移
ろ
い
ま
す
。
他
に
８
月
は
別
名
「
月つ
き

見み

月づ
き

」
と
の
名
も
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も

月
見
と
名
の
付
く
「
月
見
豆
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
「
枝
豆
」
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
月
見
と
名
の
付
く
も
の
が

多
い
秋
、
一
年
の
う
ち
で
最
も
夜
空
に
月

が
よ
く
映
え
る
季
節
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、今
月
は
「
月
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
本
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
今
月
の
一
冊
か
ら
、「
月
」

の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ど
う
で
し
ょ
う
、
こ
の
生
命
力
あ
ふ
れ

る
文
字
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

「
つ
き
よ
の
か
い
じ
ゅ
う
」

長
ち
ょ
う

新し
ん

太た

／
作　

佼こ
う
せ
い成

出
し
ゅ
っ

版ぱ
ん
し
ゃ社

　

山
の
奥
に
、
深
い
湖
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
昔
か
ら
「
か
い
じ
ゅ
う
」
が
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ん
ま
る
の
月

が
出
て
い
る
あ
る
夜
、
つ
い
に
出
て
き
ま

し
た
!!
そ
れ
は
―
い
っ
た
い
…
？

「
紙
の
月
」

角か
く

田た

光み
つ

代よ

／
著　

角
川
春
樹
事
務
所

　
「
八
日
目
の
蝉
」
の
著
者
に
よ
る
長
編

小
説
。
41
歳
の
主
人
公
の
女
性
が
日
常
の

ほ
ん
の
少
し
の
偶
然
の
重
な
り
か
ら
、
始

ま
り
を
み
せ
る
逃
亡
―
。

　

そ
の
始
ま
り
は
い
っ
た
い
い
つ
だ
っ
た

の
か
―
。
読
み
終
え
た
後
、
タ
イ
ト
ル
が

静
か
に
、
そ
の
存
在
感
を
放
ち
ま
す
。

「
て
っ
ぺ
ん
で
月
を
見
る
」

沢さ
わ

野の

ひ
と
し
／
著　

山
と
渓
谷
社

　

沢
野
ひ
と
し
さ
ん
の
『
山
登
り
の
世

界
』。
日
本
の
山
か
ら
世
界
の
中
の
山
へ

と
―
。山
の
味
わ
い
を
語
る
エ
ッ
セ
イ
集
。

臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

図
書
室
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
張
り
替
え
工
事

の
た
め
、
次
の
間
図
書
室
は
お
休
み
と
な

り
ま
す
。

　

９
月
17
日
㈪
か
ら

　
　
　
　

10
月
９
日
㈫
ま
で

　
　

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

10
月
10
日
㈬
か
ら
開
館
予
定
で
す
。

Pen Relay

広報ライブラリー
今月の１冊

8月 −葉
は

月
づ き

−
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つ
な
ん
の
文
芸

「
生
活
で
な
い
も
の
は
拒
み
」
こ
れ
は
、

「
生
き
る
」
こ
と
へ
の
執
着
を
深
め
な
が

ら
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
あ
る
た
め
の
意

味
を
捉
え
直
そ
う
と
す
る
意
志
で
す
。

「
死
ぬ
と
き
に
悔
い
の
な
い
よ
う
に
生

き
る
」
こ
れ
は
、「
生
き
る
」
こ
と
を
あ

き
ら
め
ず
、
い
つ
で
も
自
分
ら
し
く
自
由

で
あ
る
こ
と
を
決
意
す
る
意
志
で
す
。

こ
の
著
作
は
、「
人
間
と
は
何
か
」「
人
間

ら
し
い
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」こ
う
し

た
自
身
の
投
げ
か
け
に
対
し
て
真
剣
に
向

き
合
い
、見
つ
め
直
し
た
も
の
で
す
。著

者
は
、森
で
の
生
活
と
い
う
い
わ
ば「
原
始

的
」と
も
受
け
取
れ
る
生
活
の
中
で
、そ
れ

を
実
行
し
ま
し
た
。著
者
は
、最
低
限「
人

間
ら
し
い
」生
活
を
行
う
た
め
に
必
要
な

も
の
を
知
ろ
う
と
す
る
実
験
的
意
志
も
持

ち
な
が
ら
、自
分
自
身
に
何
よ
り
自
由
で

あ
る
こ
と
を
求
め
、「
人
間
」と
し
て
の
存

在
意
義
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

我
々
は
、「
人
間
」
の
存
在
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
を
し
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
普
通
で
あ

る
か
ら
で
す
。
ど
れ
だ
け
の
便
利
が
増

え
よ
う
と
も
、「
人
間
ら
し
さ
」
を
考
え
、

そ
れ
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

い
つ
か
人
生
の
終
焉
を
迎
え
る
と
き
、

我
々
は
そ
れ
が
幸
福
で
あ
っ
た
こ
と
を
願

い
な
が
ら
生
き
続
け
て
い
ま
す
。
生
き
続

け
る
た
め
の
執
着
と
、
意
志
を
遂
行
す
る

自
由
こ
そ
が
、「
人
間
ら
し
さ
」
だ
と
私

は
感
じ
て
い
ま
す
。

次
は
石
沢
貴
司
さ
ん
で
す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

雪
解
け
の
水
を
集
め
て
量か

さ

増
せ
る

　
　
「
清
津
」の
音
か
闇
に
こ
だ
ま
す	

貝
澤
　
圭
子

テ
ー
ブ
ル
に
囲
む
料
理
の
一
品
に

　
　
季
節
の
話
題
お
の
づ
広
が
る	

涌
井
　
ユ
ミ

真
夜
中
の
月
無
き
空
に
煌
き
て

　
　
夏
の
星
座
は
光
放
て
り	

関
谷
　
郁
子

波
な
し
て
蜩
の
声
降
る
な
か
を

　
　
夫
は
灼
け
た
る
土
に
水
打
つ	

恩
田
　
久
美
子

春
の
陽
を
背
中
に
感
じ
歩
き
ゆ
く

　
　
残
雪
通
る
風
は
冷
た
し	

丸
山
　
直
子

浜
な
す
の
花
薄
紅
に
そ
よ
が
せ
て

　
　
佐
渡
の
浜
辺
を
初
夏
の
風
吹
く	
小
野
寺
　
恒
代

真
っ
直
ぐ
に
秀ほ

を
保
ち
つ
つ
太
き
幹
の

　
　
四
方
に
杉
は
枝
を
張
り
た
り	

樋
口
　
康
子

残
雪
の
上
に
花
片
散
り
敷
き
て

　
　
猶
盛
り
咲
く
白は

く木
蓮れ

ん

の
花	

上
村
　
み
な

晩
酌
は「
人
肌
が
良
し
」と
言
ひ
し
夫

　
　
思
ひ
つ
つ
供
ふ
銘
酒
の
冷
酒	

内
山
　
キ
ク

桜
に
も
負
け
ず
古
木
の
梨
の
花

　
　
今
満
開
の
貫
禄
見
せ
て	

麻
績
　
初
恵

杖
に
頼
り
人
の
目
気
に
し
病
院
の

　
　
廊
下
を
歩
く
時
の
み
じ
め
さ	

滝
沢
　
勝
枝

体
温
を
越
す
暑
さ
な
り
昼
寝
ど
き

　
　
ビ
タ
ミ
ン
剤
の
臭
ふ
汗
湧
く	

風
巻
　
京
子

中
津
川
の
左
岸
を
限
る
断
崖
に

　
　
や
ま
ぼ
う
し
の
花
白
く
初
夏
告
ぐ	

月
岡
　
ヨ
リ
エ

梅
雨
明
け
の
晴
れ
て
澄
み
ゆ
く
大
川
は

　
　
暮
れ
ゆ
く
空
の
茜
流
せ
り	

鈴
木
　
綾
子

こ
と
ご
と
く
わ
れ
を
ゆ
る
し
て
や
さ
し
か
る

　
　
人
ら
を
思
ふ
去
る
日
の
近
く	

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

吾
が
村
の
中
程
空
き
て
こ
の
冬
は

　
　
雪
の
捨
て
場
と
な
り
て
わ
び
し
き
（
姉
の
家	

取
壊
さ
れ
て
）	

滝
沢
　
義
正

新
緑
が
深
緑
と
な
る
山
峡
を

　
　
白
鷺
大
き
く
羽
ば
た
き
て
行
く	

柳
沢
　
チ
ヨ

炎
天
下
日
焼
け
せ
し
娘
が
丁
寧
に

　
　
頭
を
下
げ
て
赤
き
旗
出
す	

富
沢
　
キ
ミ

水
皺
を
た
た
せ
る
稲
田
を
見
回
れ
ば

　
　
葉
を
な
び
か
せ
て
青
き
風
吹
く	

板
場
　
寛

戦
争
は「
ご
っ
こ
」だ
け
に
し
ス
ポ
ー
ツ
や

　
　
文
化
で
競
ふ
世
界
で
あ
り
た
し	

島
田
　
眞
之

個
人

や
せ
ほ
そ
る
夫つ

ま

の
手
取
れ
ば
か
す
か
に
も

　
　
笑え

み

浮
か
べ
る
ぞ
愛か

な

し
か
り
け
り	

ス
マ
イ
ル
ホ
ー
ム
こ
た
ね	

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
七
月
）

門も
ん
と
う灯
に
大お

お

き
蛾が

の
く
る
山や

ま

の
宿や

ど	

房
良

木き

の
匂に

ほ

ひ
草く

さ

の
匂に

ほ

ひ
や
木こ

下し
た
や
み闇	

酔
花

川か
わ
お
と音
の
高た

か

き
休や

す

み
処ど

心
と
こ
ろ
て
ん太	

れ
い
子

こ
れ
く
ら
ゐ
出で

き来
る
だ
ら
う
よ
心

と
こ
ろ
て
ん太	

兎
月

走は
し

り
梅つ

ゆ雨
し
ば
し
晴は

れ
間ま

の
葉は

の
雫

し
ず
く	

妙

童ど
う
し
ん心
の
裸

は
だ
か

の
大た

い

将
し
ょ
う

の
絵か

い

が画
展て

ん	

渡
舟

素そ

封ほ
う

家か

は
庭に

わ

の
隅す

み

ま
で
木こ

下し
た
や
み闇	

し
げ
る
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歩
数
ア
ッ
プ
で

　
　
　
健
康
づ
く
り

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
の
た
め
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
１
に
運
動
、
２
に
食
事
」

と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
運
動
習
慣
の
実
践
は
最
優
先
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
働
き
盛
り
世
代
に
お
い
て
は
、
習
慣
的
な
運
動
の
実
践
者
は
少
な
い
現
状
に

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
取
り
組
み
や
す
い
運
動
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
着
目
し
、
毎

年
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
家
族
や
友
人
、
職
場
の
同
僚

な
ど
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
１
か
月
間
の
合
計
歩

数
で
１
０
０
万
歩
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

４
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、３
人
１
組
、ま
た

は
５
人
１
組
の
チ
ー
ム
編
成
と
し
、３
人
で
は
な

か
な
か
１
０
０
万
歩
の
達
成
が
難
し
い
場
合
も
、

５
人
で
チ
ー
ム
を
作
り
、日
頃
の
歩
数
を
増
や
す

こ
と
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。３
人
チ
ー
ム
、５
人
チ
ー
ム
合
わ
せ
て
66

チ
ー
ム
、２
７
０
名
が
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
、「
運
動
す
る
こ
と

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
歩
数
計
を
持
つ

習
慣
が
つ
い
た
」「
体
重
や
体
脂
肪
が
減
っ
た
」

な
ど
、よ
い
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
継
続
し
て
実
施（
春
と
秋
の
２
回
、秋

は
10
月
）を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、多
く
の
町
民

の
皆
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津

南
の
敷
地
内
に
認
定
さ
れ
て
い
る
「
新
潟
県

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
」
を
活
用
し
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
毎
年
「
海
の

日
」
に
開
催
し
、
今
年
度
は
１
０
９
名
の
親
子

が
参
加
を
し
ま
し
た
。

　

親
子
を
対
象
に
す
る
こ
と
で
、
日
頃
な
か
な

か
親
子
遊
び
が
で
き
な
い
世
代
の
家
族
間
交
流

を
促
進
し
た
り
、
働
き
盛
り
世
代
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
４
㎞
の
コ
ー

ス
を
な
ぞ
な
ぞ
を
解
き
な
が
ら
楽
し
く
歩
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
後
に
は
、
地
場
産
の
新
鮮
な
夏
野
菜

た
っ
ぷ
り
の
「
冷
や
し
そ
う
め
ん
汁
」
が
ふ
る

ま
わ
れ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
な
景
品

交
換
も
あ
り
ま
す
。

『
目
指
せ
！
チ
ー
ム
１
０
０
万
歩
』
『
親
子
な
ぞ
な
ぞ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
』

『津南町歩数計購入費助成事業』
　健康づくり事業の一環として歩数計の普及促進を図っていま
す。津南町に在住する 18 歳以上の町民を対象に、１人１台限
りですが、歩数計購入費の１／２に相当する額（上限 1000 円）
を助成しています。
　歩数計を身につけるだけで歩数に関心を持ち、日々の歩数が
増える傾向にあります。まだ歩数計をお持ちでないかたは、この
機会に助成を受けて購入し、歩数計を身につけてみませんか。

　これらの事業に参加し健康づくりに取り組んで
いる町民の皆さんの励みと継続につながるよう、
町内事業所からたくさんの応援をいただき、景品
の提供をいただいています。ありがとうございま
した。
　町では、健康づくりイベントに景品の提供をし
ていただける事業所を募っています。提供いただ
ける場合は、福祉保健課健康班（℡ 765-3114）
までご連絡ください。

☆ご協力をいただいた事業所の皆さん☆
（順不同、敬称略）

『目指せ！チーム 100 万歩』
㈱大阪屋商店　㈱竜ヶ窪温泉　津南町森林組合
苗場福祉会　㈲津南印刷商事　㈱ネオックス　
苗場自動車㈱　日本食研㈱津南営業所

『親子なぞなぞウォークラリー』
　　ニュー・グリーンピア津南

↑なぞなぞを解きながら歩く「親子なぞなぞウォークラリー」

健康づくり協力事業所
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道
標
に
思
い
を
は
せ
て

津
南
町
の
善
光
寺
道（
古
道
）を
知
る
た
め
に

道
標
と
町
石（
丁
石
）を
頼
り
に
、善
光
寺
道
を

調
査
し
ま
し
た
。作
業
と
し
て
道
標
と
町
石
の

あ
る
場
所
を
一
万
分
の
一
の
地
図
に
印
し
て
い

き
ま
し
た
。津
南
町
の
善
光
寺
道
は
、信
濃
川
の

東
岸
と
西
岸
に
あ
る
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。そ

の
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
が
、船
山
の

歴
史
民
族
資
料
館
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。

妻
有
郷
は
、
四
カ
月
間
も
豪
雪
に
埋
も
れ
、

春
の
遅
い
郷
で
す
。
水
嵩
を
増
し
た
信
濃
川
は

川
幅
い
っ
ぱ
い
に
水
を
た
た
え
流
れ
て
い
ま
す
。

善
光
寺
道
の
往
来
で
に
ぎ
わ
っ
た
江
戸
時
代
か

ら
明
治
の
終
わ
り
ご
ろ
は
、
東
西
の
善
光
寺
道

よ
り
は
、
川
船
に
よ
る
人
と
物
の
往
来
が
盛
ん

で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

飯
山
市
史
に
よ
り
ま
す
と
、
千
曲
川
（
信

濃
川
）
は
越
後
と
善
光
寺
平
を
結
ぶ
重
要
な
交

通
路
で
し
た
。
越
後
産
の
米
、
大
豆
、
魚
、
酒
、

木
炭
な
ど
は
、
い
っ
た
ん
飯
山
に
集
ま
り
、
こ

こ
か
ら
川
船
で
千
曲
川
を
さ
か
の
ぼ

り
、
城
下
町
松
代
ま
で
運
ば
れ
ま
し

た
。
善
光
寺
へ
行
く
人
々
も
、
こ
の

川
船
を
利
用
す
る
事
が
多
か
っ
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
南
町
史
に
は
、
こ
の
善
光
寺

道
を
北
国
脇
往
還
と
表
現
し
、
宝
暦

期
（
１
７
５
１
〜
１
７
６
３
）
ま
で

は
、西
通
り
（
西
岸
）
が
主
に
使
わ
れ
、

宝
暦
末
ご
ろ
か
ら
東
通
り
（
東
岸
）
に
交
通
の

主
流
が
移
る
よ
う
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
両
道
は
大
き
く
変
化
し
た
の
で
は

な
く
、
常
に
表
裏
の
関
係
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
縮
問
屋
の
古
文
書
に
よ
り
ま
す
と
、

小
千
谷
や
十
日
町
か
ら
京
都
方
面
に
送
る
反
物

は
、
専
ら
こ
の
道
を
利
用
し
ま
し
た
。
京
都
ま

で
の
近
道
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
取
り
締
ま

り
の
厳
し
か
っ
た
北
国
街
道
商
人
に
と
っ
て
は

利
用
し
や
す
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

津
南
町
に
は
13
の
道
標
が
あ
り
ま
す
。
自
然

石
に
「
右
者
善
光
寺　

左
ハ
見
玉
不
動
尊
道
」

と
刻
ま
れ
た
道
標
や
信
仰
と
深
い
関
係
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
、
馬
頭
観
音
の
光
背
に
「
や
ま
み

ち　

善
光
寺
」
と
刻
さ
れ
た
道
標
が
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

道
標
に
思
い
を
は
せ
る
楽
し
み
の
一
端
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

津南町　上段

道標

大
地
の
市
か
ら

大
地
の
芸
術
祭

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
２

津
南
あ
～
と
も
り
あ
げ
隊
が
、

津
南
エ
リ
ア
の
大
地
の
芸
術
祭
に

関
す
る
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！

■
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課  

℡
７
６
５-

３
１
１
５

大
地
の
芸
術
祭
真
っ
盛
り
で
す
ね
！
毎
週

末
開
催
さ
れ
て
い
る
大
地
の
市
に
も
遠
方

か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。今
回

は
そ
ん
な
市
の
様
子
を
フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

出店者こだわりの物産に来訪
者も興味津々。商品をきっか
けに会話も弾みます。

太 田 新 田 で 作 品 展 開 するKEEN 
Japanも大地の市に臨時出店。開始
早々から多くの人でごったがえしまし
た。次回出店は8月26日の予定です。

午後3時頃は大地の芸術祭のツアー
客も訪れて、市がいちばん賑わう時
間帯です。にんじんかき氷も人気。

よっこらしょ。建具をまたいだり、くぐったりし
て作品の中を移動。最初はちょっと戸惑う
けど、いざやってみるとみな楽しそうです。

毎週日曜日にはイベントも開催。
なじょもんのイベントでは、薬草
茶とバッタ作りが人気でした。

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

183
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女
性
農
業
委
員
は
、
平
成
18
年
度

か
ら
食
育
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

委
員
３
名
は
、
今
年
で
７
年
目
と
な

る
「
食
育
セ
ミ
ナ
ー
」
を
７
月
20
日

に
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
、「
す
く
す
く
広
場
」

の
入
園
前
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん

で
す
。
今
回
は
８
組
の
親
子
か
ら
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
堆
肥
の
野

積
み
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　

堆
肥
を
野
積
状
態
で
放
置
す
る
と
、

悪
臭
や
蠅
な
ど
の
不
快
害
虫
の
発
生

と
雨
水
に
よ
る
下
流
域
の
居
住
生
活

圏
へ
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
は
堆
肥
等
の
管
理

の
適
正
化
及
び
利
用
の
促
進
を
図
る

た
め
、「
家
畜
排
せ
つ
物
法
」
を
定
め
、

食
育
セ
ミ
ナ
ー
で

楽
し
く
簡
単
お
や
つ
作
り

堆
肥
の
適
正
管
理
を

農
業
委
員
会
の

窓

大地に生きる

　県農業大学校を卒業後、全農、丸井養豚で研修し、
昨年から後継者として就農しました。養豚業のほか、水
稲 2ha、畑作（トウモロコシ）3ha を経営しています。
　この春には、町の「家族経営協定」を締結し、家族
での就業条件・生活条件を見直し、複合経営の維持と
規模拡大に取り組んでいます。

大
おおせき

関　惇
じゅん

さん　(23歳）上加用

〜
農
業
委
員
会
の
主
な
動
き
〜

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
６
月
〕

　

16
日
〜
28
日

　
　
　
　

転
作
現
地
確
認
調
査

　

25
日　

第
12
回
総
会

〔
７
月
〕

　

20
日　

食
育
セ
ミ
ナ
ー

　

24
日　

視
察
研
修（
新
潟
市
北
区
）

　

25
日　

第
13
回
総
会

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
８
月
〕

　

20
日　

地
域
別
研
修

　

24
日　

第
14
回
総
会

　
　
　
　

畑
作
作
況
調
査

〔
９
月
〕

　

14
日　

稲
作
作
況
調
査

　

25
日　

第
15
回
総
会

　

今
回
は
、
野
菜
と
フ
ル
ー
ツ
た
っ

ぷ
り
の
「
米
粉
な
ま
す
」
と
、
ハ
ム
、

チ
ー
ズ
、
米
粉
を
使
っ
た
「
ジ
ャ
ガ

イ
モ
か
ん
た
ん
焼
き
」
を
作
り
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
津
南
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
米
粉
を
使
っ
た
簡
単
お
や
つ
で
す
。

子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み

な
が
ら
作
れ
る
簡
単
料
理
が
、
若
い

お
母
さ
ん
た
ち
に
は
人
気
で
す
。

　

大
勢
の
か
た
か
ら
、
地
元
野
菜
の

お
い
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
地
産
地
消
の
拡
大
に
つ
な
が
る
活

動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
お
い
し
い
地
元
の
農
産

物
を
食
べ
、元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
16
年
よ
り
施
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、「
保
管
施
設
は
、
床

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
そ
の
他
の
不
浸
透

性
材
料
で
築
造
し
、
適
当
な
覆
い
及

び
側
壁
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
」
と
規
定
し
、
浸
透
・
流
出
し
な

い
堆
肥
盤
で
の
管
理
を
明
確
に
し
ま

し
た
。

　

作
物
に
と
っ
て
、
堆
肥
な
ど
の
有

機
体
は
良
質
な
栄
養
素
で
あ
り
、
野

菜
産
地
で
あ
る
当
町
農
業
は
、
こ
の

有
機
質
を
適
正
に
利
用
し
、
常
に
消

費
者
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
農
業
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
道
に
は
み
出
す
堆
肥
（
沖
ノ
原
地
内
）

堆
肥
盤
で
の
適
正
管
理
（
沖
ノ
原
地
内
）
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紹介者　三浦富恵さん（赤沢）

　今回は、夏が旬のかぼちゃのアレンジ料理を紹介します。ついつい作り過ぎてしまう「かぼ
ちゃの煮物」をちょっと簡単洋風料理にしてみました。おかずにもお弁当の一品にもなりますよ。

　新潟県認定の農村地域生活アドバイザーさん（津南町は12名）が、津南の農産物を活かし、地元の料理方法や食
べ方を活かすことを基本において、２年間かけて取り組んで来た「津南の特産品」13品を見て、食べてみましょう。
★日時／ 9月8日㈯、9日㈰、15日㈯、16日㈰　午前11時～午後３時　★場所／津南ふれあいセンター
★特産品の種類
　・スープ類　（冷たく冷やしたスープ）「津南ラタトゥユ」「濃厚とうもろこしスープ」「津南けんちん」
　・お菓子類　「まんまごっふる」(コシヒカリのわっふる)　「さといらずクッキー」「えごまクッキー」「寒仕込みおかき」
　　　　　　　「さつまいもの甘納豆」（さつまいもの収穫がまだなので今回は紹介しません）
　・惣菜類　　「干しわらびの酢醤油漬け」「えごま味噌」「ぜんまいの炒め煮」「なます瓜の粕漬け」「ゴーヤの佃煮」　
★お菓子類と惣菜類は無料試食用もご用意しておりますが、ランチセットは有料とさせていただきます。
　［ランチセット］ まんまごっふる＋スープ類のいずれか１品と惣菜類から２種類選んで500円。（スープのみは350円。）
　・当日販売はさといらずクッキー（280円）えごまクッキー（280円）・寒仕込みおかき（300円）の３種類のみ。
　・配送も承ります。・用意した品物がなくなり次第終了します。ご了承ください。
★お問い合わせ先：地域振興課農林班　℡765-3115

かぼチーズ

津南の特産品を見て、食べてみましょう！

アドバイザー通信

我が家の
ごっつぉ

結
東
に
あ
る「
出
会
い
坂
」を
登
り
き
っ
た

と
こ
ろ
に
、手
を
つ
な
い
だ
双
体
道
祖

神
が
あ
り
ま
す
。夜
中
０
時
に
こ
こ
に
い
っ
し

ょ
に
来
る
と
二
人
は
固
く
結
ば
れ
る
と
云
わ
れ

て
い
る「
出
会
い
坂
」。（
地
元
の
か
た
は「
あ
ず

き
坂
」と
呼
ん
で
い
る
）こ
の
坂
を
、参
加
者
に

も
登
っ
て
も
ら
っ
て
し
ん
ど
い
思
い
を
共
有
し

て
も
ら
い
、良
い
出
会
い
を
し
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
企
画
で
し
た
が
、事
前
の
登
り
坂
の
下

見
と
刈
り
払
い
作
業
の
結
果
、の
ぼ
り
は
し
ん

ど
過
ぎ
て
会
話
も
ま
ま
な
ら
な
い
だ
ろ
う
…
と

い
う
結
論
に
達
し
、「
上
り
坂
を
下
り
坂
」に
変

更
。妙
法
牧
場
か
ら
結
東
め
ざ
し
て
話
し
を
し

て
も
ら
い
な
が
ら
下
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

朝
ま
で
降
っ
て
い
た
雨
も
や
み
、
入
り
口
の

道
祖
神
様
に
今
日
の
出
会
い
の
発
展
を
お
祈
り

し
て
ス
タ
ー
ト
。
ぶ
な
の
葉
っ
ぱ
が
適
度
に
濡

結婚相談員から

を込めて
愛

れ
足
元
も
な
か
な
か
の
状
態
。
約
１
時
間
か
け

て
出
会
い
坂
を
下
り
ま
し
た
。
初
対
面
の
男
女

15
名
。
各
々
会
話
し
な
が
ら
、
景
色
を
眺
め
な

が
ら
山
道
く
だ
り
。
結
東
に
着
い
て
か
ら
は
石

垣
田
見
学
後
、
も
え
ぎ
の
里
で
温
泉
→
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
昼
食
会
。
汗
を
か
い
た
後
の
ビ
ー
ル
が

た
い
そ
う
お
い
し
そ
う
で
し
た
ね
。
テ
ー
ブ
ル

ご
と
の
会
話
も
弾
ん
で
終
始
楽
し
そ
う
な
雰
囲

気
で
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
付
き
合
い
に
発
展
し
そ
う
な
カ
ッ
プ
ル

は
？
と
つ
い
つ
い
結
果
を
急
ぎ
が
ち
で
す
が
、

ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
見
守
っ
て
い
く
こ
と
に
し

ま
す
。

　

双
体
道
祖
神
さ
ま
の
ご
利
益
が
あ
り
ま
す
よ

う
に
…
♡

　

結
東
の
皆
さ
ん
、
も
え
ぎ
の
里
の
皆
さ
ん
、

ご
協
力
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

7月22日（日）今年1回目の結婚相談員
会議主催のイベントが開催されましたので、ご報告
いたします。

「
出
会
い
坂
♡

　
　
ハ
イ
キ
ン
グ
サ
ン
デ
ー
♡
」

＜作り方＞

①ひき肉とスライスした玉ねぎを炒めます。
②耐熱皿にかぼちゃの煮物を入れ、その上に炒めたひき肉と玉ねぎをのせます。
③とろけるチーズをのせて、オーブントースターでチーズが溶けたらできあがりです。



戸 籍 の 窓

太田浩
ひろ

規
き

（上加用） 一規さん
 麻衣子さん

関谷優
ゆ み

美（赤沢） 裕行さん
 知子さん

野﨑愛
あい

美
み

（割野） 健さん
 睦美さん

江村興一さん	 （71歳・外丸）

藤ノ木キヨさん	 （90歳・太田新田）

江村秀治さん	 （84歳・巻下）

小島サクさん	 （101歳・芦ケ崎）

清水利春さん	 （82歳・大割野）

村山ケサヨさん	 （84歳・十二ノ木）

桑原　弘さん	 （84歳・十二ノ木）

宮澤　弘さん	 （55歳・卯ノ木）

大口好政さん	 （87歳・芦ケ崎）

久保田明友さん	 （81歳・小島）

山本直治さん	 （86歳・米原）

鳴海一治さん	 （84歳・百ノ木）

根津智江子さん	 （80歳・反里口）

磯部仁平次さん	 （103歳・割野）

桑原シノさん	 （75歳・秋成）

桑原セツさん	 （87歳・十二ノ木）

藤ノ木タケさん	 （90歳・太田新田）

山田雅也さん（陣場下）
月岡夏美さん（栄村） ｝
宮澤正太さん（卯ノ木）
橋真弓さん（長岡市） ｝
久保田輝行さん（大割野）
桑原奈津子さん（正面） ｝
福原　歩さん（陣場下）
大野木智子さん（千葉県） ｝
髙澤　康さん（妙高市）
志賀理恵子さん（船山） ｝
桑原将登さん（城原）
武石宏美さん（長岡市） ｝

■人口10,806（−19）　男5,261（−10）　女5,545（−9）

■世帯数3,658（−）　■転入／ 11　■転出／ 15　■出生／ 3　■死亡／ 18　■婚姻／ 48月1日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

○秋季企画展
　「三十稲場式土器文化の世界」
　9月8日㈯～ 11月11日㈰

　縄文時代後期初頭、新潟県を特徴づける土器が三十稲場式

土器です。この土器の分布は現在の新潟県域を中心としてい

ます。この三十稲場式土器を製作・使用していた人々の生活

や中期後葉（中葉）〜後期前葉までを通時的に概観すること

によって、中期から後期への文化変化を解釈した成果をご覧

いただきます。

※シンポジウムⅧの開催

　10月13日㈯・14日㈰　会場：マウンテンパーク津南

　詳しくはチラシをご覧いただくか、なじょもんにお問い合

わせください。

○焰祭　今年もやります！
　9月29日㈯・30日㈰
　詳しくはwebで!!

●9月の体験メニューは、近日公開いたします。

8 月 3 日　猪風来氏による土器野焼き

直売所でスタンプラリー㊞ !!
　津南町、十日町市の参加直売所をめぐるスタンプラリーで、豪華
賞品をゲットしてみませんか。直売所 3 カ所をまわってスタンプを押
し応募してください。
　大地の芸術祭をまわりながら、直売所めぐりも楽しみましょう♪

（スタンプラリー応募用紙は、観光協会と大地の市インフォメーションにあります。）

■お問い合わせ
　越後妻有農産物直売所スタンプラリー実行委員会事務局
　℡ 757 － 2323

お 知 ら せ

　

大
地
の
芸
術
祭
が
盛
り
上

が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
き
っ
と
過
去
最
高
の
来
場

者
数
を
記
録
す
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、

ひ
ま
わ
り
広
場
の
来
場
車
数
も

１
５
０
０
０
台
を
は
じ
め
て
突

破
し
、
最
終
日
は
１
７
０
０
０

台
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
芸
術
祭
で
は
、
外
丸

集
落
だ
け
で
な
く
、
は
じ
め
て

参
加
し
た
集
落
も
多
い
の
で
す

が「
良
か
っ
た
」「
も
う
い
や
だ
」

と
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出

て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

我
々
は
、
す
ぐ
に
芽
が
出
る

花
の
も
あ
れ
ば
、
数
年
か
か
っ

て
咲
く
花
も
あ
る
こ
と
を
経
験

で
知
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

芸
術
祭
も
10
年
か
け
て
、

や
っ
と
花
が
咲
き
は
じ
め
ま
し

た
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。

こ
こ
で
し
か
咲
か
な
い
花
を
咲

か
せ
ま
し
ょ
う
。
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
外
丸
小
学
校
で
行
わ
れ
た
大
地
の
芸
術
祭

作
品

：

火
影（
景
山
健
）。
津
南
町
、
栄
村
の
全
集
落
数
と
同
じ

１
１
９
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

ぐ
る
っ
と
囲
ん
だ
の
は
集
落
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
灯
ろ
う
で
す
。


